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福岡市美術館では、「第 1 回ホワイトウォールプロジェクト 田中千智展 地平線と道」を開催致します。 

つきましては、広報にご協力いただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
🄫Miyuki Toudou 

田中千智《地平線と道》2022 年 

「第 1回ホワイトウォールプロジェクト 田中千智展 地平線と道」開催 

3年に 1 度の企画展シリーズ「ホワイトウォールプロジェクト」 

福岡市美術館では、2019 年リニューアル時に誕生したホワイトウォール

(約 3.14m×13m)を舞台とした、新たな企画展「ホワイトウォールプロジェ

クト」を実施します。これは 3 年に 1 度、気鋭のアーティスト 1 組に、壁

面を用いた新作を依頼し、あわせて隣接する展示室（近現代美術室 B）に

おいて、当該アーティストの個展を開催するものです。 

 

初回は、福岡の画家・田中千智 

シリーズ初回となる今回は、福岡市在住の画家・田中千智を紹介します。

田中千智（1980 年生まれ）は、2005 年多摩美術大学美術学部絵画学科油画

専攻卒業後、2006 年より福岡を拠点に作家活動を開始しました。アクリル

絵具を使ったフラットな漆黒の背景に、艶やかな油彩で前景を描くという

独自の手法を開拓した田中の作品には、笑みとも怒りともとれる人物の表

情、漆黒の中にきらめく風景など、相反する要素が組み合わされ、観る者

に強い印象を与え、その想像力をかきたてます。多数の個展・グループ展

のほか、書籍の装丁画、小学館新本社ビルの大作壁画など幅広い活動をお

こない、いまや福岡を拠点とする代表的な作家のひとりとなっています。 

本展では、現在の作風につながる 2008 年から最新の作品まで田中千智の

絵画作品約 40 点を展示するとともに、田中がホワイトウォールを用いた

壁画の制作をおこないます。 

 

1年ごとに壁画が変化！ 

壁画は、2023 年 1 月末に第 1 段階が完成し、その後 2024 年 1 月、2025 年

1 月に制作をおこない、第 2 段階、第 3 段階と画面が変化していく予定で

す。最終的には 2025 年 12月末まで展示の予定です。ぜひご覧ください。 

 田中千智（たなかちさと、画家）  

1980 年生まれ、福岡市在住。2005 年多摩美術大学美術学部絵画学科油画専攻卒業。2006年よ

り福岡を拠点に作家活動を開始。福岡、東京で多数の個展を開催するほか、シンガポール、英

国、マレーシアなど海外での展覧会に出品。2010 年「ART AWARD NEXT#1」青年会賞、2013 年

「損保ジャパン美術館賞」優秀賞、2019 年西日本文化賞奨励賞など受賞多数。人物、動物を

モチーフに、心の中の風景を幻想的に描き、いまや福岡拠点の代表的な作家のひとりである。 

 

2 階コレクション展示室横の 

幅 13m の「ホワイトウォール」 

1年ごとに壁画が変化！ 

壁画は、2023 年 1 月末に第 1 段階が完成し、その後 2024 年 1 月、2025 年 1 月に手を加え、第 2 段階、第 3

段階と画面が大きく変化していく予定です。最終的には 2025 年 12 月末まで展示の予定です。ぜひご覧くだ

さい。 
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※新型コロナウイルス感染症拡大防止に取り組みながら開館しております。 

※来館時にはマスクの着用、手指の消毒等にご協力ください。 

会 期 令和５年 1 月 5 日（木）～ 3 月 21 日（火･祝） 

会 場 福岡市美術館 2 階コレクション展示室 近現代美術室 B 

会 期 

令和５年 1 月 5 日（木）～令和 7 年 12 月末 
1 月 5 日より制作が始まり、1月末に第 1 段階が完成予定。その後、令和 6 年 1

月、令和 7 年 1 月にそれぞれ手を加え、第 2 段階、第 3 段階と画面が大きく変

化していきます。最終的には令和 7 年 12 月末まで展示予定です。 

会 場 福岡市美術館 2 階コレクション展示室 近現代美術室最終壁面 

開館時間 午前 9 時 30 分～午後 5 時 30 分（入館は閉館の 30 分前まで） 

休 館 日 
毎週月曜日 12 月 28 日（水）～1 月 4 日（水） 

※月曜日が祝日・振替休日の場合はその後の最初の平日 

観 覧 料 一般 200 円、高大生 150 円、中学生以下無料 

【問い合わせ先】 

福岡市美術館 学芸課（担当：山木） 

TEL:092-714-6051 

共通 

企画展 
(近現代美術) 

ホワイトウォール 

作品 

個展 
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第 1回   ホワイトウォールプロジェクト

地平線と道田中千智 展

2023.1.5|木| － 3.21|火・祝|
福岡市美術館  2階 近現代美術室B

9：30 － 17：30 （入館は17：00まで）
休館日：月曜日（1.9 |月・祝| は開館し、翌1.10|火| は休館）

一般 200円（150円）　高大生 150円（100円）　( ) 内は20名以上の団体料金

主催：福岡市美術館　助成：芸術文化振興基金
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次の方は無料でご観覧いただけます。　
・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、障害者手帳アプリ「ミライロID」をご持参の方、およびその介護者１名　
・特定医療費（指定難病）受給者証・特定疾患医療受給者証 ・先天性血液凝固因子障害等医療受給者証　
・小児慢性特定疾病医療受給者証をご持参の方 ・福岡市、北九州市、熊本市、鹿児島市在住の65歳以上の方　
・wa+club(わたすクラブ)会員 ・中学生以下の方　　　

《地平線と道》　2022年

T
a
n

a
k

a
 C

h
is

a
to  H

o
r
iz

o
n

 
a
n

d R
o
a
d

第 1回   ホワイトウォールプロジェクト

アクセス/交通案内

地下鉄：

西鉄バス：

車：

※週末、祝日等は大変込み合います。公共の交通機関をご利用ください。

〒810-0051 福岡市中央区大濠公園1-6　TEL: 092-714-6051（代表）　FAX: 092-714-6071　www.fukuoka-art-museum.jp

《空港線》大濠公園駅（福岡市美術館口）下車、徒歩10分。

《七隈線》六本松（科学館前）駅下車、徒歩10分。

［系統番号13・140］で「福岡市美術館東口」下車、徒歩3分。

［系統番号6・7・12・113・114・200～206・208］で「赤坂三丁目」下車、徒歩5分。

［系統番号6-1］で「福岡城・NHK放送センター入口」下車、徒歩3分。

福岡都市高速「西公園ランプ」から5分。

福岡市美術館専用駐車場（有料：1時間/200円） 

利用時間：午前9時～午後9時（開館日のみ）

地平線と道田中千智 展
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　福岡市美術館では、2019年リニューアル時に誕生したホワイトウォール（約3.14m×13m）

を舞台とした、新たな企画展「ホワイトウォールプロジェクト」を実施します。これは3年に

1度、気鋭のアーティスト1組に、壁面を用いた新作を依頼し、あわせて隣接する展示室

（近現代美術室B）において、当該アーティストの個展を開催するものです。

　シリーズ初回となる今回は、福岡市在住の画家・田中千智を紹介します。田中千智

（1980年生まれ）は、2005年多摩美術大学美術学部絵画学科油画専攻卒業後、2006年

より福岡を拠点に作家活動を開始しました。アクリル絵具を使ったフラットな漆黒の

背景に、艶やかな油彩で前景を描くという独自の手法を開拓した田中の作品には、

笑みとも怒りともとれる人物の表情、漆黒の中にきらめく風景など、相反する要素が

組み合わされ、観る者に強い印象を与え、その想像力をかきたてます。多数の個展・

グループ展のほか、書籍の装丁画、小学館新本社ビルの大作壁画など幅広い活動を

おこない、いまや福岡を拠点とする作家の代表格のひとりとなっています。

　本展では、田中千智の2008年から最新の作品まで約40点を展示するとともに、

田中がホワイトウォールを用いた壁画の制作をおこないます。壁画は、2023年1月末に

第1段階が完成し、その後2024年1月、2025年1月に制作をおこない、第2段階、

第3段階と画面が変化していく予定です。最終的には2025年12月末まで展示の

予定です。ぜひご覧ください。

黒門
昭和通り

福岡市美術館

地下鉄空港線 大濠公園駅

赤坂三丁目

福岡城・NHK放送センター入口

福岡市美術館東口

3・6番出入口

地下七隈線

地下鉄出入口 バス停

六本松駅

明治通り

鴻臚館跡
展示館

福岡城跡

護国神社NHK福岡放送局

福岡市科学館

国体道路

◀西新

◀西新

◀荒江

天神▶

薬院▶

平和台
陸上競技場

ボート
ハウス

大濠公園

周辺駐車場 （営業時間、料金は各駐車場で異なります）

2番出入口

福岡城
むかし探訪館

三の丸スクエア

入口

美術館専用駐車場

入口

作家によるギャラリートーク　
2023年１月14日|土| 14:00～14:40
　　　 3 月 4 日|土| 14:00～14:40
会場：近現代美術室B（2階）　
講師：田中千智（画家）

関連イベント情報
つきなみ講座 特別編　
2023年2月18日|土| 14:00～15:30
「第1回ホワイトウォールプロジェクト田中千智展   地平線と道」のみどころ
会場：レクチャールーム（1階）
講師：田中千智（画家）、 山木裕子（本展担当学芸員）　

担当学芸員によるギャラリートーク　
2023年2月11日|土・祝| 14:00～14:40
会場：近現代美術室B（2階）　
講師：山木裕子（本展担当学芸員）

※イベントにご参加の際は、マスクを着用ください。　そのほか詳細は美術館ホームページをご確認ください。

《安全な場所》　2022年 《きょう、世界のどこか》　2011年

《白い夢 》　2010年

《除名》　2018年

《意識の旅》　2014年
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第1回ホワイトウォールプロジェクト

田中千智展　地平線と道
2023年1月5日（木）〜3月21日（火・祝）

福岡市美術館
広報用作品画像データ申込書

　福岡市美術館 広報・運営グループ
　（福岡アートミュージアムパートナーズ（株）

　委託：西日本新聞イベントサービス）

　TEL: 092-714-6051（代表）　FAX: 092-714-6071

　E-mail : press@fukuoka-art-museum.jp

　〒810-0051 福岡市中央区大濠公園1-6

④《除名》

⑤《安全な場所》

①《白い夢Ⅱ》

③《意識の旅》

②《きょう、世界のどこか》

⑥《地平線と道》

※本展メインビジュアル



・作品画像は良識の範囲内でトリミングいただけます。ただし必ず校正紙の確認を行い，許可を得たものをご掲載ください。

希望 作品NO

□ 1

□ 2

□ 3

□ 4

□ 5

□ 6

〒

TEL FAX

　　　　　　　　　（発行部数　　　　　　部）

月号／月日号 （　　　　　月　　　　　日発売）

素材締切日　（　　　　　月　　　　　日）　／　最終校了日（　　　　　月　　　　　日）

貴媒体名

ご所属

ご住所

素材締切日
最終校了日

貴社名

TEL/FAX

E-mail

掲載号／発売予定日

   福岡市美術館 広報・運営グループ
　（福岡アートミュージアムパートナーズ（株）
　 委託：西日本新聞イベントサービス）

  TEL: 092-714-6051（代表）　FAX: 092-714-6071

　〒810-0051 福岡市中央区大濠公園1-6

広報用に作品画像データをご用意しております。ご希望の際は，以下にご記入の上，FAXもしくはE-mailでお申込みください。

第1回ホワイトウォールプロジェクト
田中千智展　地平線と道

2023年1月5日（木）〜3月21日（火・祝）
福岡市美術館

広報用作品画像データ申込書
　E-mail :press@fukuoka-art-museum.jp

・下記リストからご希望の作品にチェックをつけてください（作品イメージに関しては裏面をご参照ください）。

・本展広報目的での使用に限ります。使用可能期間は本展会期終了までとなります。

・展覧会名，会期・会場名のほか，画像の使用時には、指定するキャプション・クレジットを必ずご掲載ください。

・ご使用後はデータを廃棄するとともに，掲載誌，または同録DVDを当館宛に1部ご送付ください。

ご担当者名

画像キャプション・クレジット

 複数点掲載の場合，重複する情報は省略可能な場合がございます。掲載前に広報事務局宛に校正紙をお送りください。

　田中千智 《白い夢Ⅱ》 2010年

  田中千智 《安全な場所》 2022年

　田中千智 《きょう、世界のどこか》 2011年

　田中千智 《意識の旅》 2014年

　田中千智 《除名》 2018年

　田中千智 《地平線と道》 2022年


